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のように２つの期間に分けて記したときに，
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であり，（2. 3）は
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   ′ ′
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   ′ ′   
 ′ ′
 =
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ここで，（2. 7）の右辺２行目から３行目の導出には，ブロック対角行列の逆行
列の公式を用いている。（2. 7）から，制約 b1= b2が課されていない場合には，























y X (2. 9)= +b e
ここで，
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R 00 : (2. 10)H =b
ここで，（2. 10）の右辺の 0はK次の零ベクトルであり，K次の単位行列を I
とおくと，
( )R I I: (2. 11)= −
である。このとき，線形制約（2. 10）のもとでの（2. 9）の回帰係数のOLS 推
定量を b＊とおくと，それは次の式で求まる。
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{ }b b XX R R XX R Rb11 1( ) ( ) (2. 12)*








 =  
 
である。すなわち bは，（2. 7）によって求まる，（2. 9）の回帰係数の制約無
しのOLS 推定量である。




R XX R1( ) (2. 13)−′ ′
が非特異であることの理由説明は省略されているテキストも多いので，ここで
触れておく。行列 Rは，（2. 11）からわかるように階数Kであり，しかもこの
階数は Rの行数でもある。よって，任意の非零K次ベクトル aを R′の左から
かけてできるベクトル R′aは，行列の階数の性質より2K次の非零ベクトルと
なる。一方， XX 1( )−′ は当然非特異であるから，よく知られた定理により正値
定符号行列であり，したがってこの行列とベクトル R′aから作られる２次形式
a R XX R a1( ) (2. 14)−′ ′ ′


























     = +     
















 =  
 
とおくと bのOLS 推定量は b＊1や b＊2と等しいはずである。代表的なテキス





によって求まる制約付きOLS 推定量が（2. 15）の OLS 推定量と等しいことを
示すことにより，上記テキストの説明を補完したい。
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 ′   ′ ′ = −  − ′   
′ ′= +
のように書き直せる。
1 1 2 2D X X X X
1 1: ( ) ( )− −′ ′= +
とおくとき，
( ) ( )I D DR R XX R R RD R D I I
I D D
1 111 1 1
1 1
( )
− −−− − −
− −
   −′ ′ ′ ′= = − =     − −   
であり，さらにこのことと bの定義から
( ) 1 1 1
2
2 2
1 1 1 1 1 2
2 2 1 2 2 2
X X 0 bD D
XX R R XX R Rb
bD D0 X X
X X D b X X D b
X X D b X X D b
1 1 111 1
1 11
1 1 1 1
1 1 1 1
( )
( ) ( )
( )
( ) ( )
( ) ( )
− − −−− −
− −−
− − − −
− − − −
 ′    − ′ ′ ′ ′ =       −′    
 ′ ′− =
 ′ ′− − 
となるから，（2. 12）は次のように記すことができる。
1 1 1 1 1 1 1 2
2
2 2 2 1 2 2 2
b b X X D b X X D b
b b X X D b X X D b
1 1 1 1
1 1 1 1
( ) ( )* (3. 2)
( ) ( )*
− − − −
− − − −
 ′ ′−   =   ′ ′  − 
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b X X X y
X X X X X X X X X y
X X X X X X X X X y
1
1
1 1 1 1
1
1 1 1 1
( )*
( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( ) ( ) (3. 3)
−
−
− − − −
−
− − − −
′ ′=
′ ′ ′ ′ ′− +




2 2 2 2 2
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2 2 1 1 2 2 2 2 2 2
b X X X y
X X X X X X X X X y
X X X X X X X X X y
1
1
1 1 1 1
1
1 1 1 1
( )*
( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( ) ( ) (3. 4)
−
−
− − − −
−
− − − −
′ ′=
′ ′ ′ ′ ′+ +




W Z W W W Z W
W Z W W Z Z
1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1
( ) ( ) (3. 5)
( ) ( ) (3. 6)
− − − − − − −
− − − − − −
+ = − +
+ = +
が成り立つ。





W Z W W W Z W
I W Z W ZW ZW W Z W
I Z Z W Z I W W Z W
I Z W Z W Z I W I
1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
− − − − − −
− − − − − − − − − −
− − − − − − − − −
− − − − − −
+ − +
= − + + − +
= − + − + +
= − + + − =
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W Z W W Z Z
W Z Z ZW W Z Z
Z Z W Z W W Z Z
Z W Z W Z Z I
1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 1
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
( ) ( )
− − − − −
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1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1
1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
X X X X X X X X X X X y
X X X X X X X X X y
1
1 1 1 1 1
1
1 1 1 1
( ) ( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( ) ( ) (3. 7)
−
− − − − −
−
− − − −
 ′ ′ ′ ′ ′ ′− +  
 ′ ′ ′ ′ ′+ +  
のように記すことができるが，上記の「定理」の（3. 5）を（3. 7）の１つ目の
［　］内に適用し，（3. 6）を（3. 7）の２つ目の［　］内に適用しすると，（3. 3）
は次のように書き直せる。
1 1 1 2 2 1 1 1 1 2 2 2 2
1 1 2 2 1 1 2 2
b X X X X X y X X X X X y
X X X X X y X y
1 1
1
( ) ( )*
( ) ( ) (3. 8)
− −
−
′ ′ ′ ′ ′ ′= + + +
′ ′ ′ ′= + +
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1
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( ) ( ) ( )
−
− − − − −
−
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 ′ ′ ′ ′ ′ ′− +  






で求まる b＊1や b＊2は制約付きのOLS 推定量であるから，これらのうちのど
ちらを用いても，Chow 検定統計量を構成する制約付きの OLS 残差平方和
RRSS を求めることができる。




1 2 1 2
2 2
1 1 2 2 1 1 2 2
X y
b X X X X
X y
X X X X X y X y
1
1
( ) ( )
( ) ( ) (3. 9)
−
−
    ′ ′ ′ ′=     
     
′ ′ ′ ′= + +
となる。（3. 9）の右辺２行目は（3. 8）の右辺２行目と等しいことから，
b＊1= b＊2= bであり，それゆえ Chow 検定統計量を構成する制約付きOLS 残
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